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＜内容＞ 
１．低コスト・高効率なバイオ燃料生産技術の開発 

バイオエタノール等の原料向けに、さとうきび、テンサイ、バレイショ、ソルガム

等を対象にして、ゲノム情報等の知見を利用し、エタノール生産量の飛躍的増加を可

能とする資源作物の育成とその低コスト栽培法、収穫期を拡げる技術、原料貯蔵法を

開発します。 

さらに、遺伝子組換え微生物等を利用して、木質バイオマスや稲わら等の非食用資

源や、資源作物全体から高効率にエタノールを生産する技術等を開発します。 

 

２．バイオマスマテリアル製造技術の開発 

未利用資源の利用拡大を図るため、生分解性トレイや木質プラスチック等、石油

化学製品代替品の製造技術等を開発します。 

 

３．バイオマス利用モデルの構築・実証・評価 

国産バイオ燃料等の利用促進につなげるため、バイオマスの燃料利用とマテリアル

利用を総合的に行うバイオマス利用モデルの構築等を行います。 

 

＜実施主体等＞ 
   実施主体  民間団体等 

   実施期間  平成１９年度～平成２３年度 

 

 [担当課：農林水産技術会議事務局研究開発官（環境）（０３－３５０２－０５３６（直））] 
 

国産バイオ燃料の利用促進を図るために、バイオエタノール生産コストを大

幅に削減する技術を開発します。 

 

 

対策のポイント 

国産バイオエタノールの生産コストを１０年で現在の半分以下に削減 
政策目標 

（資源作物の育成） 

バイオエタノールの原料として、高バイオマス量さとうきびの開発を進めています。この

さとうきびは、単位面積当たりバイオマス生産量が従来種の２倍以上にもなります。 



バイオマスマテリアル製造技術の開発

林地残材等の未利用バイオマスからの石油化学代替
品の製造技術の開発 等

木質複合プラスチック製ベンチとデッキ例

国産バイオエタノールの生産コストを１０年で現在の半分以下に削減
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